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は し が き

船舶用電気機器は船舶の航行条件（振動、衝撃、傾斜等）、気象、海象状況

及び装備場所の条件等陸用機器と異なる種々の条件を満足するものでなけれ

ばならない。

本指導書は船舶用電気機器に対する一般的要求事項を始めとして、搭載機器

全般にわたりそれらの概要を記述したものである。

電気機器は日進月歩技術的進歩が著しく常に漸新な部品や製品が開発され

ている現状であるので本指導書を熟読してそれらを学ぶうえでの基礎として

もらいたい。

なお、本書は競艇の交付金による日本財団の助成金を受けて作成したもので

ある。
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